
番号 項目 詳細 所管委員会 担当部署 取扱い

1 小出駅の窓口について

今年２月から小出駅の窓口がなくなった。案内
が一人いるが、切符を買うなどの手続きができ
ずに困っている。議員等へ依頼したが、何ら解
決されていない。議会として取り組んで欲し
い。

福祉文教 生活環境 C

2 温水プールについて

温水プール建設については、９千人以上の署名
や、今までの議会報告会においても何回も要望
をしてきたが、議会だよりの特集に取り上げて
もらえないのはどうしてか。

広報広聴 ― C

3 温水プールについて

市長は、日本一の子育てのまちをつくると言っ
ている。魚沼市のスポーツ推進計画で、教育委
員会が調査したアンケートで、子どもにさせた
いスポーツの１位は水泳であった。温水プール
は子どもからお年寄り、障害者など誰もが使え
る施設である。県内20市の中で、魚沼市が唯一
持っていない。子育て日本一を標榜する魚沼市
として保護者が望む水泳ができるプールの建設
を要望する。議会として建設に向けての提案を
願いたい。

福祉文教 生涯学習課 A

4 温水プールについて
ごみ処理場の余熱を利用したプールを考えれ
ば、経費が軽減されると思うので、そうした検
討も今後加えていくべきと思う。

福祉文教
生活環境
生涯学習課 A

5
スクールバスの利用につ
いて

秋のクマ騒動で、集団登校で親が引率してい
る。丸腰であり、実際クマに出くわした場合に
不安がある。スクールバスに乗車できれば安全
なのだが、距離の関係で利用できない。クマス
プレーを支給するなど何とか対策を検討願う。
それから、この問題をどこに出したら解決でき
るのか、何か良い方法はないか。

福祉文教 学校教育課 A

6
虫野高陽会館に公衆電話
の設置について

高陽会館は、災害時の対策本部となるが、電話
がない。近くに「さつき」という元食堂があり
公衆電話がある。そこの公衆電話を高陽会館に
移設してもらうようＮＴＴへ依頼したが駄目で
あった。災害時は携帯電話など通話ができなく
なっても、通話確保の優先順位が高い公衆電話
は、災害時に効果があるので、議会で検討でき
ないかお願いする。

総務 防災安全課 C

7
魚沼市の観光対策等につ
いて

魚沼市は、観光面で南魚沼や中魚沼と比較して
遅れている。魚沼市の人口減少も多いと思う
が、議員としてどうあるべきか意見を聞きた
い。

産業建設 観光課 A

令和６年５月９日　市民の声を聞く会　意見交換会　まとめ

取扱い凡例
 A  所管委員会で検討すべきもの
 B  意見として聞き置くもの（いただいたもの）
 C  回答済のもの
 ※ 直ちに執行機関において処理が必要と判断
   されるもの
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8
公共施設の使用料の統一
について

今年度伊米ヶ崎公民館の利用料が、空調費加算
となり１時間1,000円となったが、１時間半借り
ると2,000円となる。合併前は１回500円であっ
た。また、地域によって料金が違い、使用料の
統一基準がないようだ。面積など施設によりま
ちまちであるが、統一の方向で考えて欲しい
し、長岡市、三条市、見附市などでは使用料は
もらっていと聞いているので無料にできない
か。

総務 企画政策課 C

9 山菜採りについて

当市では山菜採り禁止の看板が多く立てられて
いる。山菜採りをしたい人が多いのに受け入れ
られていない。工夫をして受け入れるべきでな
いか。

産業建設 観光課 C

10 地域の活性化について

人口減少などで地域の祭りができなくなってき
た。地域の元気のためにも祭りの復活を望む。
当地から他所に出ている人から祭りの時は帰っ
て来てもらい、宿泊場所として空き家や公民館
に布団を用意し、利用してもらうなどできない
か。観光で来訪者増ができないなら、地域の祭
りに帰って来てもらうのも交流人口の増加とい
えるのではないか。

総務 地域創生課 B

11 道路の修繕について
道路が悪く、ガタガタしている。県道、市道を
問わず修繕をお願いしたい。 産業建設 建設課 C

12 避難所について

体育館が避難所になっているが階段が多い。年
寄りも多く避難にも支障をきたしエレベーター
を設置して欲しい。

総務 防災安全課 A

13
雪上桜観桜会の受入れに
ついて

福山峠のふるさと広場に、雪上桜が注目され、
ここ３年で５千人以上を受け入れている。受け
入れ側として、魅力的にしていくための必要な
整備が不十分である。今年は９日間の観桜の期
間を設けて対応しているが、経費は指定管理の
予算と自分たちで努力した収入の中から工面し
ている状況である。自然を相手にしているため
難しいところがある。ＰＲも含め市としての支
援のお願いと、そういった声があったことを市
へ届けて欲しい。

産業建設
北部事務所
農政課 C

14 移住者の受入れについて

移住者の受入れ窓口をして８年間で10世帯が移
住して増えた。これは、福山新田という土地の
魅力に惹かれ集まったものと思う。県内を探し
てもこれだけ過疎地域、限界集落に10世帯が増
えることはなく、全国的にも珍しいケースだと
思う。ただ、魚沼市としての受入れが不十分だ
と感じる。こういう集落をモデルケースとし
て、もっと発信して欲しい。10世帯が増えたと
いうことは、魚沼市として地域おこし協力隊の
受入れをしたことがきっかけであり、そういう
取組をした結果、こういう地域が生まれたんだ
ともっとＰＲすれば、外にも伝わり魚沼市に来
たいと思う人が増えると思う。ぜひ市と一緒
に、こういう地域をＰＲしていったらというこ
とを、議員からも話して欲しい。

総務 地域創生課 A
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15 原発について

前回の一般質問でも再稼働するべきでないと
言っている。福島でも分かるように大丈夫だ、
安全と言われてもそうはならないし、なった時
に責任を取れない。今もなお避難している方が
何万人もいたり、問題だと見られている。何か
起こった時に責任を取れないし、責任を取れな
いことを推進するのは余りにも無責任だと思
う。反対すべきことにはきちんと反対していっ
てもらいたい。

総務 防災安全課 B

16 介護士について

介護をしている人たちの給料があまりに低い。
これは国全体の問題として、介護士には高い給
料を支払うべきだと思っている。それを市とし
ても先駆的にサポートして、介護士が自信を
もっていい仕事ができるようになることを願っ
ている。

福祉文教 介護福祉課 C

17 保育士について

保育士が、少人数でたくさの子どもを見なけれ
ばならなく大変だ。正職員が、非正職員より仕
事をやっているとも限らず非常につらい思いを
している。市としてなるべく正職員扱いにし
て、きちんと子どもが守れる体制にしていくべ
きである。

福祉文教 こども課 C

18 民生委員について

大事な仕事だと思うが、報酬が少なすぎる。次
の人に頼みにくい現状でもある。これは、どの
地域でもあり得ることで、それをボランティア
で済ませて、やる人がいないから仕方なく受け
る状態というのを止めないと、細かな負担が増
えていく。ある程度、仕事的にきちんとできる
ようにするとか、ボランティア部分に任せるの
ではなくて、市できちんと仕事として進めてい
く必要があるのではないかと思う。

福祉文教 福祉支援課 C

19
クラブ活動の地域移行に
ついて

行政としてのビジョンが見えない。学校から地
域に移すということを先行して、大事な子ども
たちの教育的な部活の議論がされていないこと
が非常に心配である。

福祉文教 学校教育課 A

20
クラブ活動の地域移行に
ついて

魚沼北中学校のグラウンドは、市内で一番いい
グラウンドで、夜間は野球のできる照明設備も
あり夜間練習ができる。何とかあそこを陸上競
技場ではないが、いい整備ができないものかと
思っている。一つの拠点があれば、みんなで練
習できる。

福祉文教 学校教育課 A

21
クラブ活動の地域移行に
ついて

クラブ活動の会場に行くまでは、バスをお願い
したい。早い時間の保護者の送迎には無理があ
るので、迎えには保護者の対応ができるので、
放課後の活動が可能になる。青森県の陸奥市
は、１億６千万円くらいの予算をつけてやって
いる。行政の中に全て窓口を作ってやってい
る。これからの魚沼市を背負う中学生に対する
支援というものが、非常に少なすぎるという面
で危惧している。

福祉文教 学校教育課 A
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22
クラブ活動の地域移行に
ついて

各クラブの会費が1,000円とか2,000円で、果た
してそれでやっていけるのか。実は民間クラブ
だと週２回の練習で、5,000円が相場である。平
日も含めれば単純にその倍かかる。そうすると
10,000円をもらわないとそれでも厳しいと思っ
ている。財源をどうするのかという話を当初か
らしている。明確な話がなくて、保護者、受益
者ということばかりで支援が厳しいというとこ
ろである。

福祉文教 学校教育課 A

23
自治会からクラブ活動費
の支援について

福山新田では、小学校や中学校にここ４、５年
関わりがないが、自治会から協力費として支援
をしている。子どもたちが多かった時は良かっ
たが、これだけ少なくなると、自治会も人数が
少ないだけに支援は厳しい。

福祉文教 学校教育課 C

24
オーガニック給食の導入
について

オーガニック給食の導入は、農業をやりたい人
にとって、明るい話題だと思う。自然豊かな場
所に移住してくる人は、自然が好きで、環境に
配慮したやり方で取り組みたい人が非常に多い
と感じる。そういう窓口を広げる意味でも、今
後もその取組を頑張って欲しい。今年度も有機
栽培米を１食分提供する予算を計上しているこ
とは、非常に明るい話題だと思ったので応援し
ている。

福祉文教
産業建設

学校教育課
農政課

B（福文）
C（産建）

25
インターチェンジの名称
変更について

インターチェンジの名称変更で、こんなにいい
ことがあるっていうのがあったらその辺をきき
たい。

総務 企画政策課 A
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